














































































































































































































































































































































































 のむド ゆと し する
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↓1
保水性試験
②
 ・水分特性曲線より任意の飽和度Srに録する
 発掘されるサクションsが得られる
 S明aO嶋U胸0
 ・得られたサクションより
 初期澗隙空気雇訟浦および
 初期間隙空気圧UaOが求まる
 u騨G,Sro,UaO
③
 e・、べ(ト鴇)(1一寄)e。
 上式より有効応力が0に至るために
 必要な間隙比変化量を算定する
 液状化に至る体稜収縮塗の算定
 eゴeu。ゴσc
 液状化危強度の判定
④
 ・試験による供試体の体積収縮貴
 と液状化に必要な体積収縮畏の比較
 ∠e。γ。茎eゲe・.二σ。
 の飽和度範囲は,液状化の危険性有り
 (崩壊の危険儀あり)
 図一5崩壊危険度評価の判定手順
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 論文審査結果の要旨
 火山灰質砂質土の自然斜面や盛土斜面が不飽和であるにも関わらず地震時に泥流状の崩壊を起こす
 事例が国内外で数多く報告されている.本論文は,地震時の泥流土砂災害のメカニズムを力学的に明ら
 かにしたものであり,全8章よりなる,
 第1章は,2003年三陸南地震の際の火山灰質土による谷埋め盛土の流動性崩壊の概要を述べ,ここで
 対象とする問題の所在を示している.
 第2章は,火山灰質砂質土の過去の被害事例と本研究に関係する既往の研究を整理している.
 第3章では,過去の地震で流動性崩壊を生じた東北地方の火山灰質砂質土である八戸しらすや築館土
 の物理的性質を調べている.これらの土が,土粒子の多孔質性によって非火山灰起源の砂質土に比較し
 て高い保水性を示すことを明らかにしている.
 第4章では,電磁式小型振動台を用いて,加振中の土の体積含水率とサクションの変化を調べ,常時
 において間隙水を内包した団粒構造が,振動を受けて壊れることによって,水分状態やサクションが変
 化することを見出している.特に,不飽和土が繰返しせん断による骨格変形によって水分状態やサクシ
 ョンを低下させることを実証したことは,重要な発見である.
 第5章では,不飽和土の繰返し三軸試験において載荷中の間隙空気圧,間隙空気体積・間隙水圧の変
 化を計測し,繰返しせん断によって,体積収縮に伴い間隙水圧および間隙空気圧が上昇し,有効応力が
 低下することを実験的に明らかにしている.その結果,飽和度75%程度の不飽和土でも有効応力がゼp
 に至り,飽和砂質土と同様な液状化現象が生じることを明らかにした.このように,空気を含む土の液
 状化機構を新たに提示し,従来の液状化の概念を不飽和土にも適用可能にした意味は大きい。
 第6章では,実験結果に基づいて,不飽和土が繰返しせん断によって有効応力が0に至るための条件
 を考察した.液状化に至るまでの体積収縮量は,気体の状態方程式より導かれる初期間隙空気圧が拘束
 圧と等しくなるまで上昇するために必要な体積変化量と一致していることを見出している.
 第7章は,以上の知見から,2003年三陸南地震における築館町館下地区の流動性崩壊事例が説明可
 能であることを示している.さらに,提案した崩壊機構に基づく崩壊危険度判定手法を示した.
 第8章は,本研究の結論および今後の展望について述べている.
 以上,本論文は不飽和火山灰質砂質土で構成された斜面の泥流化機構を,不飽和土の非排気非排水繰
 返しせん断挙動から解明したものである.水分特性と間隙空気の圧縮性を取り入れたアプローチは,飽
 和土の動力学を空気の混入した不飽秘土の動力学に一般化したものであり,地盤動力学の発展に寄与す
 るところが少なくない.
 よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める.
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